
第 42 回高松矯正管区教誨師研修大会 

 (1) 日  時 平成 27 年 7 月 7 日（火）～8日（水） 

 (2) 場  所 南国市  サザンシティホテル 

  (3) 参 加 者 教誨師 40 名 矯正施設関係者 27 名 その他 5名   

計 72 名 

  (4) 主  題 「希望へ！」 

    副  題  「～誇りを回復する教誨をめざして～」 

 (5) 基調講演 

    福岡県協力雇用主会会長 

           野 口 義 弘 氏 

「地域での立ち直り支援」 

～信じ続ければ応えてくれる～ 

  (6) 分科会 

   第一部会 

     協議題 「依存からの脱却について」 

 座長  高知刑務所所属教誨師   道願 光三郎 

 助言者 徳島刑務所統括矯正処遇官 大野 太資 氏 

高松刑務所統括矯正処遇官 渡邊 泰介 氏 

   第二部会 

     協議題 「自立支援について」 

 座長  高知刑務所所属教誨師   福江  等 

 助言者 松山刑務所統括矯正処遇官 小西 隆雄 氏 

松山学園統括専門官    大森 正義 氏 

   報  告 

      第一部会座長 高知刑務所所属教誨師   道願 光三郎 

 第二部会座長 高知刑務所所属教誨師   福江  等 

 助言者 高松矯正管区成人矯正第二課長  坂本 和総 氏 

 (7) 成  果 

本研修大会は管内の教誨師が

一堂に会し、教誨師の指導技術を

向上させ、また、見識を深めるも

のとして重要かつ貴重な機会で

ある。 

本年度の研修大会においては、

アンケートの回答等から満足度



の高い研修大会であったことが伺われ、今度この成果としての、充実した

教誨活動がなされことで、被収容者一人一人の再犯・再非行の防止につな

がっていくことが期待できる。 

今後も、教誨師の指導技術の向上及び研さんのため、研修大会を安定し

て継続的に開催できるよう努めていく必要がある。 

 

  


